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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 107,735 11.4 3,248 38.4 3,549 39.9 3,223 79.3

29年３月期第２四半期 96,744 △6.6 2,347 △16.8 2,536 △14.2 1,797 △8.1
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 3,846百万円( －％) 29年３月期第２四半期 △819百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 163.05 －

29年３月期第２四半期 89.96 －

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年
度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 114,883 58,434 48.9

29年３月期 112,413 55,128 47.0
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 56,165百万円 29年３月期 52,871百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 4.50 － 4.50 9.00

30年３月期 － 5.00

30年３月期(予想) － 25.00 －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施いたしましたので、平成30
年３月期(予想)の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額を記載し、年間配当金は
「－」として記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」を
ご覧ください。

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 213,000 5.9 6,150 9.7 6,500 3.7 5,200 16.7 263.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　平成30年３月期の連結業績予想(通期)における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮して
おります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 20,272,769株 29年３月期 20,272,769株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 505,918株 29年３月期 504,009株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 19,767,825株 29年３月期２Ｑ 19,978,902株
　

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年
度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算
定しております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づき作成したものであり、リスクや
不確定要素を含んでおりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関
する事項につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。

２．当社は、平成29年６月23日開催の第108期定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されたことに
より、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施いたしまし
た。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりです。
（１）平成30年３月期の配当予想
　１株当たり配当金
　期末 5円
（２）平成30年３月期の連結業績予想
　１株当たり当期純利益
　通期 52円61銭

（四半期決算説明会資料の入手方法について）
当社は、平成29年12月５日(火)に、機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配
布する決算説明資料については、開催後に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

①当第２四半期の経営成績

当第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日 以下「当第２四半期」）における世界経

済は、米国および中国では良好な雇用・所得情勢を背景に、個人消費が景気を下支えしました。欧州では製造業

が景気を牽引し、アジア経済も総じて堅調に推移しました。日本では輸出が増加したことなどから企業収益は底

堅く推移し、株価上昇による影響や、雇用・所得情勢の改善を受けて景気回復が持続しました。

　

このような状況下、当社グループでは、第６次中期経営計画の重点分野を中心に事業拡大を図るとともに、業

務高度化を推進しグループ経営基盤の強化に取組んで参りました。

物流事業においては、グローバルアカウントへの営業強化を図り日本発着貨物の取扱物量を増加させました。

旅行事業は、業務渡航など日本からの渡航者が前年実績を上回り堅調に推移しました。

これらの結果、当第２四半期における売上高は、前年同期比11.4％増の107,735百万円となりました。利益につ

きましては、営業利益は前年同期比38.4％増の3,248百万円、経常利益は前年同期比39.9％増の3,549百万円とな

り、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比79.3％増の3,223百万円となりました。

　

②セグメントの業績

イ．物流事業

日本では、海上事業において自動車部品、機械部品、食品関連の輸出入取扱いおよび化学品や展示会・設備機

械の輸出取扱いが増加し、収益に貢献しました。

航空事業は、自動車関連の輸出入および中国向け電子デバイスの輸出取扱いが収益に寄与しました。また、食

品の輸入取扱いも堅調に推移し、アパレル関連の取扱いは回復基調で推移しました。

倉庫事業では、雑貨、食品関連等の輸入品、危険品の保管取扱いおよび内陸倉庫作業が増加し、収益に貢献し

ました。

港湾運送事業では、新規航路開設に伴い船舶の寄港が増えたことに加え、ターミナル集約による生産性の向上

が、収益の増加に貢献しました。

海外では、北米において生鮮・加工食品の航空輸出入取扱いが増加したほか、自動車関連貨物の取扱い、倉庫

保管業務も堅調に推移しました。

欧州では、新規顧客の営業開拓を進めた結果、アジアとの輸出入貨物取扱いが増加したほか、既存顧客の国内

輸送や倉庫保管物量も伸長しました。また、東欧では地場企業との取引が堅調に推移しました。

アジアでは、アセアンから日本への食品輸出取扱いが伸長しました。また、輸送機器の生産が活発化したこと

により、域内輸送の取扱いが増加しました。航空貨物では電子部品の取扱いも堅調に推移しました。

中国では、電子部品などの取扱い拡大で航空輸出入貨物が増加しました。

この結果、売上高は前年同期比12.1％増の75,359百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比50.4％増

の2,392百万円となりました。

　

ロ．旅行事業

主力の業務渡航、ホールセールの取扱いが堅調に推移したほか、中国から日本へのインバウンド顧客の取扱い

も伸長しました。

この結果、売上高は前年同期比9.9％増の31,896百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比33.7％増の

458百万円となりました。

　

ハ．不動産事業

スポット案件が低調でしたが、商業ビル、商業用地は引き続き安定した収益を確保したほか、経費の削減にも

努めました。

この結果、売上高は前年同期比17.7％減の735百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比1.5％増の410

百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産などは減少しましたが、受取手形及び売掛金の増加な

どにより、前連結会計年度末に比べ2,469百万円増加の114,883百万円となりました。

　負債は、借入金の返済を進めたことにより、前連結会計年度末に比べ836百万円減少の56,449百万円となりまし

た。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末

に比べ3,305百万円増加の58,434百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末より1.9％増の48.9％

となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益4,740百

万円、減価償却費による内部留保1,277百万円等の資金の増加と、法人税等の支払額1,574百万円等の資金の減少

により、前年同期に比べ1,305百万円減少し、3,570百万円の収入となりました。
　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

1,076百万円、定期預金の預入による支出412百万円等の資金の減少と、有形固定資産の売却による収入74百万円

等の資金の増加により、前年同期に比べ162百万円減少し、1,758百万円の支出となりました。
　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入603百万円等

の資金の増加と、長期借入金の返済による支出1,744百万円、配当金の支払額445百万円等の資金の減少により、

前年同期に比べ484百万円減少し、1,883百万円の支出となりました。
　

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る換算

差額の減少額を合わせ、前連結会計年度末に比べ113百万円の資金の減少となり、現金及び現金同等物の当第２四

半期連結会計期間末残高は15,823百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年10月30日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期連結業績予想に変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,880 18,110

受取手形及び売掛金 28,019 29,208

原材料及び貯蔵品 107 74

その他 6,642 6,644

貸倒引当金 △158 △158

流動資産合計 52,489 53,879

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 53,055 52,678

減価償却累計額 △37,007 △37,118

建物及び構築物（純額） 16,048 15,560

機械装置及び運搬具 12,765 12,676

減価償却累計額 △10,183 △10,003

機械装置及び運搬具（純額） 2,582 2,672

土地 17,548 17,554

その他 3,564 3,719

減価償却累計額 △2,719 △2,802

その他（純額） 845 917

有形固定資産合計 37,025 36,704

無形固定資産

借地権 975 968

その他 1,735 2,003

無形固定資産合計 2,711 2,972

投資その他の資産

投資有価証券 15,913 17,040

その他 4,448 4,469

貸倒引当金 △174 △183

投資その他の資産合計 20,187 21,326

固定資産合計 59,923 61,003

資産合計 112,413 114,883
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,125 12,656

短期借入金 6,489 7,547

未払法人税等 1,431 1,404

賞与引当金 2,183 2,159

役員賞与引当金 61 28

固定資産撤去費用引当金 100 286

その他 7,223 6,663

流動負債合計 29,615 30,746

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 18,382 16,080

退職給付に係る負債 2,375 2,480

その他 4,912 5,140

固定負債合計 27,670 25,702

負債合計 57,285 56,449

純資産の部

株主資本

資本金 6,097 6,097

資本剰余金 4,682 4,682

利益剰余金 38,997 41,775

自己株式 △707 △712

株主資本合計 49,069 51,842

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,892 5,526

繰延ヘッジ損益 0 1

為替換算調整勘定 △288 △453

退職給付に係る調整累計額 △802 △751

その他の包括利益累計額合計 3,801 4,322

非支配株主持分 2,257 2,269

純資産合計 55,128 58,434

負債純資産合計 112,413 114,883
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 96,744 107,735

売上原価 81,141 90,350

売上総利益 15,602 17,384

販売費及び一般管理費 ※１ 13,255 ※１ 14,135

営業利益 2,347 3,248

営業外収益

受取利息 36 29

受取配当金 185 186

持分法による投資利益 140 239

償却債権取立益 ※２ 180 －

その他 151 85

営業外収益合計 695 540

営業外費用

支払利息 195 177

為替差損 269 7

その他 40 54

営業外費用合計 506 239

経常利益 2,536 3,549

特別利益

移転補償金 ※３ 625 ※３ 1,474

固定資産売却益 17 62

受取保険金 ※４ 474 －

特別利益合計 1,117 1,537

特別損失

固定資産撤去費用引当金繰入額 ※５ 261 ※５ 286

固定資産除却損 10 59

固定資産売却損 4 0

企業年金基金脱退損失 ※６ 742 －

特別損失合計 1,018 346

税金等調整前四半期純利益 2,634 4,740

法人税、住民税及び事業税 734 1,514

法人税等調整額 △15 △110

法人税等合計 719 1,403

四半期純利益 1,915 3,336

非支配株主に帰属する四半期純利益 118 113

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,797 3,223
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 1,915 3,336

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △384 629

繰延ヘッジ損益 △3 1

為替換算調整勘定 △2,262 △164

退職給付に係る調整額 69 50

持分法適用会社に対する持分相当額 △153 △6

その他の包括利益合計 △2,734 510

四半期包括利益 △819 3,846

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △814 3,744

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 102
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,634 4,740

減価償却費 1,293 1,277

のれん償却額 9 －

固定資産撤去費用引当金繰入額 261 286

固定資産売却損益（△は益） △13 △62

固定資産除却損 10 59

企業年金基金脱退損失 742 －

移転補償金 △625 △1,474

受取保険金 △474 －

持分法による投資損益（△は益） △140 △239

償却債権取立益 △180 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △706 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △32

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 237 179

受取利息及び受取配当金 △222 △216

支払利息 195 177

売上債権の増減額（△は増加） 718 △1,269

その他の流動資産の増減額（△は増加） 482 △1

仕入債務の増減額（△は減少） 405 599

その他の流動負債の増減額（△は減少） △268 △412

その他 810 △19

小計 5,138 3,598

利息及び配当金の受取額 268 247

利息の支払額 △196 △175

補償金の受取額 625 1,474

保険金の受取額 474 －

企業年金基金脱退による支払額 △742 －

法人税等の支払額 △691 △1,574

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,876 3,570

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △893 △412

有形固定資産の取得による支出 △781 △1,076

有形固定資産の売却による収入 47 74

無形固定資産の取得による支出 △133 △338

投資有価証券の取得による支出 △15 △15

投資有価証券の売却による収入 9 －

貸付けによる支出 △51 △2

貸付金の回収による収入 35 26

その他 186 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,595 △1,758
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △26 △92

長期借入れによる収入 4 603

長期借入金の返済による支出 △810 △1,744

自己株式の取得による支出 － △5

自己株式の売却による収入 29 0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △167 △152

配当金の支払額 △400 △445

非支配株主への配当金の支払額 △29 △46

その他 1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,398 △1,883

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,124 △43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 758 △113

現金及び現金同等物の期首残高 14,598 15,936

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 363 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,719 15,823
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社は、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によってお

ります。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）物流事業 旅行事業 不動産事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 67,194 28,966 582 96,744 － 96,744

セグメント間の内部売上高
又は振替高

28 67 311 407 △407 －

計 67,223 29,034 893 97,151 △407 96,744

セグメント利益 1,590 342 404 2,337 9 2,347

(注) １．セグメント利益の調整額９百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）物流事業 旅行事業 不動産事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 75,310 31,832 591 107,735 － 107,735

セグメント間の内部売上高
又は振替高

48 63 143 255 △255 －

計 75,359 31,896 735 107,990 △255 107,735

セグメント利益 2,392 458 410 3,260 △12 3,248

(注) １．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（その他の注記事項）

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

貸倒引当金繰入額 △10百万円 10 百万円

給料及び手当 6,855 〃 7,229 〃

賞与引当金繰入額 1,068 〃 1,181 〃

役員賞与引当金繰入額 21 〃 27 〃

退職給付費用 273 〃 280 〃

※２ 償却債権取立益

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

連結子会社であるNISSIN INTERNATIONAL TRANSPORT U.S.A.,INC.において前連結会計年度に貸倒償却した債

権を回収したものであります。
　

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

該当事項はありません。

　

※３ 移転補償金

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

横浜市の「山下ふ頭再開発計画」に伴う山下南倉庫移転に対する補償金であります。
　

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

横浜市の「山下ふ頭再開発計画」に伴う当社保有の山下北倉庫および連結子会社保有の山下埠頭倉庫移転に

対する補償金であります。

　

※４ 受取保険金

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

前連結会計年度に、連結子会社であるNISTRANS（M）SDN.BHD.（12月決算）保有のマラッカ第一倉庫（マレ

ーシア マラッカ州）において発生した火災事故における保険金の受取額であります。
　

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

該当事項はありません。

　

※５ 固定資産撤去費用引当金繰入額

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

横浜市の「山下ふ頭再開発計画」に伴う山下南倉庫移転により生ずる撤去費用引当金の繰入額161百万円と、

大井事業所移転により生ずる撤去費用引当金の繰入額100百万円の合計額であります。

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

横浜市の「山下ふ頭再開発計画」に伴う連結子会社保有の山下埠頭倉庫移転により生ずる撤去費用引当金の

繰入額であります。

　

※６ 企業年金基金脱退損失

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

連結子会社であるNISSIN (U.K.) LTD.における英国確定給付型企業年金基金の脱退によって生じた損失であ

ります。
　

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年11月06日 10時36分 13ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）




